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これまでの本市庁舎整備検討の経過について 

◇ 平成17年10月～    

・２町（烏山町・南那須町）合併後のまちづくりは、「烏山市街地」と「南那須市街地」を拠

点とした２極分散型の都市構造の下、２つの市街地の機能分担と連携の強化により、市域

の一体的発展の形成に努めていくとし、新市の行財政運営の効率化のため、各種計画に

「新庁舎の整備」を位置付け検討を開始。 

・平成20年３月の総合計画基本構想策定においては、「道路や公共交通網の拠点を担い、国・

県の官公署が集積する烏山市街地を、将来における新本庁舎の位置とすることを尊重され

たい。」と総合政策審議会が答申。 

◇ 平成24年    

・東日本大震災の教訓等を踏まえ、烏山庁舎及び南那須庁舎の耐震診断を実施。 

・両庁舎とも老朽化し、耐震性の不足やコンクリートの中性化の進行により補強による耐震

性の確保が困難で建替え等の抜本的対策が望ましいとの判定結果。 

◇ 平成29年～令和元年    

・平成29年10月に有識者や市民による那須烏山市庁舎整備等検討委員会を組織し、本格的な

検討を開始。 

・計４回の検討委員会での審議を経て、平成31年３月に新庁舎の候補地を「中央公園」とす

る「那須烏山市庁舎整備基本構想（素案）」を策定。 

・令和元年10月～11月にかけ、住民説明会の開催など合意形成を図るも、神長地区（消防署

付近）を推す声や、中央公園に今ある公民館や体育館などの施設・支所機能のあり方など

を含め、十分な共通認識に立てず議論が停滞。 

◇ 令和２年～令和４年    

・令和元年東日本台風を契機とした防災集団移転、広域行政の衛生センター・那須南病院の

建替えなど大きな行政課題も出現したことなどを受け、見直し・再検討を表明。 

・令和４年７月に「那須烏山市庁舎整備基本構想（素案）見直し方針」を策定。「庁舎整備は

何のために行うのか」の原点（防災拠点・市街地再生・まちづくり）に立ち返り、課題の

再分析や検討方向を再整理。 

◇ 令和５年～    

・業務委託を活用しながら、那須烏山市庁舎整備検討委員会を再組織し、本市の将来を見据

えた防災の拠点、そして、まちづくりの拠点となる本庁舎の整備に向け、検討委員会での

十分な議論を得ながら、庁舎の規模や候補地の選定を反映した庁舎整備基本構想を取りま

とめていく。 

資料 ５ 
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 参 考  

２町合併協議時からの庁舎整備の検討経過 

■ 合併協定書（H17.2.25） 

４ 新市事務所の位置 

 ⑶ 新庁舎の建設の是非及び整備等は、新市に委ねるものとする。 

■ 新市建設計画（H17.2） 

第８章 新市における公共施設の適正配置・整備 

２．新市における統合整備に関する基本的な考え方 

⑴ 行政庁舎 

 ・・・、新市庁舎等については、・・・新市において検討を進めます。 

■ 総合計画 基本構想（H20.3） 

Ⅱ 那須烏山市の将来像 

 ３ 都市構成の基本的な考え方 

  ⑵ 将来都市構造 

烏山市街地－『都市活動拠点エリア』 

◇新本庁舎等の・・都市拠点機能の配置や、ＪＲ駅及び公共公益施設の集積などを活

かし、本市の都市活動全般にわたる中核として機能するエリア。 

南那須市街地－『都市生活拠点エリア』 

◇宇都宮地域への近接性、福祉・教育・文化といった公共施設の集積、ＪＲ駅及び近

隣商業機能などを活かし、定住促進の中核として機能するエリア。 

■ 都市計画マスタープラン（H20.3） 

 第４章 全体構想 

 ４．都市施設整備の基本方針 

  ⑹ 公共公益施設整備の基本方針 

・ 新本庁舎整備については、烏山市街地における配置を図ります。 

・ 南那須市街地においては、本庁方式移行後の・・支所機能の配置と・・ 

 
■ 第２次総合計画 基本構想（H30.3） 

那須烏山市の将来像 

 Ⅲ 都市構成及び土地利用の基本的な考え方 

  ３ 将来都市構造 

烏山市街地－『都市活動拠点エリア』 

◇新本庁舎等の・・都市拠点機能の配置や、ＪＲ駅及び公共公益施設の集積などを活

かし、本市の都市活動全般にわたる中核として機能するエリア。 

南那須市街地－『都市生活拠点エリア』 

◇宇都宮地域への近接性、福祉・教育・文化といった公共施設の集積、ＪＲ駅及び近

隣商業機能などを活かし、定住促進の中核として機能するエリア。 

■ 第３次総合計画 基本構想（R5.3） 

将来都市構造 

 これまでの総合計画において踏襲されてきた「南那須市街地」と「烏山市街地」を拠点と

した２極分散型の都市構造を維持していくと明記 
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烏山市街地－『都市活動拠点エリア』 

◇新本庁舎等の行政機能を含めた都市拠点機能の誘導や、ＪＲ駅及び公共公益施設の集積

などを活かし、本市の都市活動全般にわたる中核として機能するエリア 

◇コンパクトシティによる居住機能の誘導や豊富な歴史文化資源の活用と併せ、市のシン

ボルとなるような都市環境を形成していく。 

南那須市街地－『都市生活拠点エリア』 

◇宇都宮地域への近接性、福祉・教育・文化といった公共施設の集積、ＪＲ駅及び近隣商

業機能などを活かし、定住促進の中核として機能するエリア 

◇公共施設の適正な配置や効率的な土地利用の推進などにより、本市の定住促進拠点とし

ての環境を形成していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：都市計画マスタープラン 
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令和元年９月２４日 

 

 

 那須烏山市長  川 俣 純 子  様 

 

 

那須烏山市庁舎整備等検討委員会 

委員長  三 橋 伸 夫 

 

 

   那須烏山市庁舎整備について（答申） 

 

 平成３０年３月２６日付け那烏総政第１７４号をもって諮問のあった那須烏

山市庁舎整備基本構想の策定に伴う調査及び検討について、下記のとおり答申

いたします。 

 

記 

 

（１）答  申   市より示された庁舎整備基本構想の素案について、庁舎

整備等検討委員会（以下「委員会」という。）を４回開催

し、市の考え方等について説明をいただきながら、調査及

び検討を行いました。示された庁舎整備基本構想の素案に

ついては、市の各種計画を踏まえ、烏山市街地において、

既存施設の活用も含め、分庁方式から本庁方式への移行を

図るというものでした。 

          委員会としては、委員各位から貴重な意見や提言をいた

だきましたので、意見等を付して、当該答申を踏まえた市

の対応等をお願いし、庁舎整備基本構想の素案について、

基本的に了といたしました。 
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（２）付帯意見  ① 人口減少等を踏まえ、人口に見合ったコンパクトな庁

舎整備を検討する必要がある。また、庁舎整備の立地場

所は、まちづくりと一体的に考える必要がある。 

 

         ② 新庁舎の整備を優先するのであれば、整備に合わせ

て、市民ニーズの高い施設の複合化や公共施設の集約化

を図ってほしい。 

 

         ③ 建物が持つ補助的な機能としてシンボル性も必要と考

える。市の歴史、文化、市民のアイデンティティを市庁

舎で表現し、市民に親しまれることも必要である。基本

方針に「那須烏山らしさ」を追加してほしい。 

 

         ④ 県内外から来た方や外国の方が来庁した際、那須烏山

市を発信できるような特色のある記憶に残るものとして

はどうか。また、場所についても１００年先のことまで

考えて選定する必要がある。 

 

         ⑤ 中央公園における災害対策・防災拠点としての安全性

は懸念されると思う。東側の法面対策はなされている

が、安全性を踏まえた場合、建て方を考慮する必要があ

る。安全性の担保を図ってほしい。 

 

         ⑥ 烏山庁舎、南那須庁舎、保健福祉センター及び水道庁

舎の４つの庁舎をまとめた本庁方式とした場合に延床面

積が６，０００㎡必要ということだが、４つの庁舎を全

部建替える必要があるか十分に検討されたい。 

 

         ⑦ 庁舎整備に関しては、多額の費用を要するため、市民

との合意形成を図ってほしい。 
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これまでの市議会の主な意見 

◇ 令和２年３月30日（市議会 庁舎整備検討特別委員会 中間報告書）    

■ 新築による本庁方式への移行について（場所はいずれにしても） 

 ・賛成 12人 ・反対 ２人 ・その他 ３人 

■ 新庁舎の整備時期について 

 ・合併特例債の期限内に整備すべき ７人 ・期限にこだわらず慎重に検討すべき 10人 

■ 主な意見 

 ・市民との対話が不十分。 

 ・衛生センターの建替え等の広域事業も喫緊の課題。プライオリティを明示すべき。 

 ・中央公園ありきではなく柔軟な発想で再考願いたい。 

 ・庁舎だけでなく、市民の要望の多い複合施設の整備を早急に実施すべき。 

 以上を踏まえ、「今後も、庁舎の位置、広域行政の保健衛生センター及び那須南病院の整備

等を踏まえた長期的な財政計画、防災拠点としての機能強化、複合機能の具体化など、各委

員の意見を参考として市民にも十分理解が得られるよう慎重に整備計画を進められたい」と

の意見を付記。 

◇ 令和３年６月30日（市議会 庁舎整備検討特別委員会 要望書）    

・特別委員会は13回開催し、調査研究を進めてきたが、各議員の意見は様々で集約すること

ができなかった。 

・３年の時間を費やし、調査・研究を深めたことで議論は尽くされたものと考える。 

・今後は、基本構想の素案を案として速やかにパブリックコメントを実施すること。 

・その後、「那須烏山市の事務所の位置等に関する条例」の改正をできるだけ早い時期に市議

会に提出すること。 


